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 4 月 5 日（火） 社会福祉学分野 2 年生／大学院新入生オリエンテーション
 4 月 28 日（木） 分野研究会
 「Social Administration としての社会福祉学――社会福祉学入門」（杉野昭博）
 5 月 12 日（木） 修士論文指導会
  「援助関係の対称性をめぐる葛藤――改革派クリニカルサイコロジストの実践か
ら――」（遠藤翔馬）
 5 月 28 日（土）　 アジア人材入試口頭試問
 6 月 23 日　 分野研究会
  「ALS の療養支援における患者と介助者の関係の検討――インタビュー調査から」
（石島健太郎 , 学振ＰＤ）
 6 月 30 日（木）　 卒業論文中間報告書提出
 6 月 30 日（木）　 社会福祉士国家試験受験希望者オリエンテーション







 7 月 17 日（日）　 オープンキャンパス
 7 月 17 日（日）　 大学院入試説明会
 8 月 21 日（日）　 オープンキャンパス
 9 月 26 日（月）　 大学院外国人特別　入学試験
 9 月 26 日・27 日（月・火）　　大学院　博士前期課程　入学試験
10 月 6 日（木） 第 1 回所属決定ガイダンス（1 年生対象：社会福祉学分野）
10 月 13 日（木） 修士論文中間報告会
  「ソーシャルワーク視点からみた改革派クリニカルサイコロジストの実践」（遠藤
翔馬）
10 月 20 日（木） 社会福祉士国家試験受験希望者対象社養協模擬試験
10 月 27 日（木） 卒業論文中間報告会
11 月 1 日（木） 第 2 回所属決定ガイダンス（1 年生対象：社会福祉学分野）


















11 月 19 日（土）　 社会福祉学研究室同窓会
11 月 24 日（木） 研究生入試
12 月 1 日（木） 卒業論文ガイダンス（3 年生対象）








 1 月 10 日（火） 修士論文提出日
 1 月 11 日（水） 卒業論文提出日
 1 月 12 日（木）　 分野研究会
 「里親研究の過去と展望」（安藤藍）
 2 月 5 日（日） 平成 28 年度「社会福祉士相談援助実習報告会」
 2 月 8 日（水） 修士論文審査会（口頭試問）
  「改革派クリニカルサイコロジストによる自己改革／社会変革の研究―「障害の
社会モデル」にもとづく支援実践として―」（遠藤翔馬）
 2 月 9 日（木） 卒業論文発表会（公開審査会）
 2 月 16・17 日（木・金）　　大学院　博士前期課程　入学試験
 2 月 17 日（金） 大学院博士後期課程　入学試験







































Bea,	Chzhen,	Yekaterina,	Handa,	Sudhanshu	and	Bolan,	Brian	(eds.)	Children of Austerity: Impact 
of the Great Recession on Child Poverty in Rich Countries,	Oxford	University	Press.
・	阿部彩「子どもの貧困と健康：学校における支援」『学術会議叢書 23 子どもの健康を育むために
－医療と教育のギャップを克服する』日本学術会議、2017 年 3 月。
・	伊藤善典・阿部彩（2016）「イギリス：行き詰った児童貧困対策－自由主義レジームにおける限界」
『貧困研究』17 号、2016 年 11 月。
・	Kachi	Y,	Abe	A,	Ando	E,	Kawada	T.	“Socioeconomic	disparities	in	mental	health	in	a	nationally	
representative	 sample	of	 Japanese	adolescents:	A	 time	 trend	 study,”	Australian and New 
Zealand Journal of Psychiatry	(in	press).
・	Nozue	M,	 Ishida	H,	Hazano	S,	Nakanishi	A,	Yamamoto	T,	Abe	A,	Nishi	N,	Yokoyama	T,	
Murayama	N.	 “Associations	between	Japanese	school	children’s	 involvement	 in	at-home	meal	
preparation,	 their	 food	 intakes,	and	cooking	skills,”	Nutrition Research and Practice,	Accepted	
2016.
・	安藤藍『里親であることの葛藤と対処―家族的文脈と福祉的文脈の交錯―』ミネルヴァ書房、
2017 年 2 月。
・	安藤藍	「措置委託解除後の元里親子関係―関係の再編・調整過程に着目して―」『生活社会科学研
究』第 23 号、2016 年 11 月。
・	岡部卓「『自立支援』パワーアップ講座　第 1 回　自立支援プログラムとは　上」『生活と福祉』6
月号　全国社会福祉協議会出版部　2016 年 6 月。
・	岡部卓「『自立支援』パワーアップ講座　第 2 回　自立支援プログラムとは　下」『生活と福祉』7
月号全国社会福祉協議会出版部　2016 年 7 月。
・	岡部卓「『自立支援』パワーアップ講座　第 5 回『自立支援プログラム』支援過程のポイント（上）
―アセスメント―」『生活と福祉』10 月号　全国社会福祉協議会出版部　2016 年 10 月。
・	岡部卓「『自立支援』パワーアップ講座　「第 6 回『自立支援プログラム』支援過程のポイント（下）
―支援計画の策定と支援の実施」『生活と福祉』11 月号　全国社会福祉協議会出版部　2016 年 11 月。
・	岡部卓「第 1 章　現代社会と公的扶助」『社会福祉学習双書 2017　公的扶助論』全国社会福祉協議
会出版部 2017 年 2 月。
・	岡部卓「第 2 章　生活保護制度の概要」『社会福祉学習双書 2017　公的扶助論』全国社会福祉協議
会出版部	2017 年 2 月。
・	岡部卓「第 4 章第 1 節　低所得者施策の概要」『社会福祉学習双書 2017　公的扶助論』全国社会福
祉協議会出版部　2017 年 2 月。
・	岡部卓「第 4 章第 2 節　生活困窮者自立支援制度の概要」『社会福祉学習双書 2017　公的扶助論』
全国社会福祉協議会出版部　2017 年 2 月。
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・	岡部卓「第 4 章第 3 節　生活福祉資金貸付制度の概要」『社会福祉学習双書 2017　公的扶助論』全
国社会福祉協議会出版部　2017 年 2 月。
・	岡部卓「第 5 章　ホームレス状態にある人々の支援」『社会福祉学習双書 2017　公的扶助論』全国
社会福祉協議会出版部　2017 年 2 月。
・	岡部卓「資料編 ( 監修 )　生活保護法関係資料」『社会福祉学習双書 2017　公的扶助論』全国社会










メディカ出版　2017 年 1 月。
・	岡部卓「Ⅳ社会福祉・教育学」『言語聴覚士テキスト第 3 版』　医歯薬出版株式会社　2017 年 2 月。
・	岡部卓「第 6 章　公的扶助」『系統看護学講座　専門基礎分野　社会保障 ･ 社会福祉　健康支援と
社会保障制度③』福田素生他編著　医学書院　2017 年 2 月。
・	長沼葉月「第 8 章　社会福祉の現場から」坂本真佐哉・黒沢幸子編『不登校・ひきこもりに効く
ブリーフセラピー』日本評論社、2016 年 7 月。
・	長沼葉月「多機関連携のための方法論」『月刊福祉』, 全国社会福祉協議会、2016 年 8 月。
・	瀬戸屋雄太郎・河内美恵・木原望美・長沼葉月・北道子・上林靖子「子どもの行動チェックリス
ト自己記入版 2001 年版（ユースセルフリポート	:	YSR/11-18）日本語版の標準化の試み」『小児の
精神と神経（日本小児精神神経学会機関誌）56 巻 3 号、2016 年 10 月。
・	長沼葉月・植村太郎「オープンダイアローグ、どこまでやれるのか」『N: ナラティヴとケア』第 8 号、
2017 年 1 月。
・	堀江孝司「成長戦略としての『女性』―安倍政権の女性政策を読み解く」『SYNODOS』2016 年 7
月 19 日。
・	堀江孝司「安倍政権の女性政策」『大原社会問題研究所雑誌』700 号、2017 年 2 月。
・	堀江孝司「福祉国家と新自由主義への支持をめぐる一考察―世論調査からの接近―」『人文学報』
513-3 号、2017 年 3 月。
・	副田あけみ・山野則子・田尾有樹子・室田信一・木村容子「変革：ミクロからマクロへの戦略―
実践家・利用者・住民参加による効果的な支援環境開発の方法：プログラム開発と評価を中心に―」





・	室田信一「地域住民以上、家族未満の支え合い」『DIO』連合総研レポート、2017 年 1 月。
・	矢嶋里絵「批准前の国内法整備」長瀬修・川島聡編『障害者権利条約の実施』信山社、2017 年 3
月（近刊）。
・	和気純子「第 10 章　家族への支援の視点が必要な事例」『介護支援専門員現任研修テキスト第 1 巻・
専門研修課程Ⅰ』中央法規出版、2016 年 11 月。
・	和気純子「第 6 章　家族への支援の視点が必要な事例」『介護支援専門員現任研修テキスト第 2 巻・
専門研修課程Ⅱ』中央法規出版、2016 年 11 月。
・	和気純子「第 6 章　家族への支援の視点が必要な事例」『介護支援専門員現任研修テキスト第 4 巻・
主任介護支援専門員更新研修』中央法規出版、2016 年 12 月。
・	和気純子「地域包括支援センターの役割への期待―地域包括ケアシステム構築の中核的機関―」『月
刊福祉』全国社会福祉協議会 100 巻第 1 号 .　2017 年 1 月。
・	和気純子「介護支援のソーシャルワーク―支援困難ケースからみる地域ケア会議の意義と地域包




書・総合報告書』2017 年 3 月。
・	阿部彩「日本の子どもの格差」ユニセフ・イノチェンティ研究所『イノチェンティ・レポートカー
ド 13：子どもたちのための公平性』日本ユニセフ協会、2016 年 4 月。
・	阿部彩「ユニセフ・イノチェンティ研究所　先進諸国の子どものウェルビーイング　レポートカー
ドから日本の子どもの現状を知る」『情報』国立社会保障・人口問題研究所、2016 年 9 月。
・	阿部彩「離婚と貧困の関連および離婚の子どもへの影響に関する試行的分析」JILPT 報告書「子
どものいる世帯の生活状況および保護者の就業に関する調査」報告書、2017 年 3 月。　　　　
・	安藤藍「W.	Martin 著『継母という存在―真実と偏見のはざまで』」『家族研究年報』第 41 号、
2016 年。
・	岡部卓「特別寄稿・社会福祉を切り拓く福祉専門職」『横浜市福祉職 50 年記念誌』横浜市役所、
2017 年 2 月。
・	岡部卓・小林理・西村貴之・鈴木忠義・西村貴直・松本一郎『平成 28 年度　生活保護受給世帯の
学習 / 進学支援に関する研究―フォローアップ調査を通じて―調査報告書』（研究代表者　岡部卓）
平成 28 年度科学研究費補助金　基盤研究（Ｂ）、2017 年 3 月。
・	小林理・岡部卓・小林理・西村貴之『生活保護受給有子世帯の生活・養育の課題と就学・進学支
援についての基礎的研究』（研究代表者　小林理）平成 26 年度科学研究費補助金　基盤研究（C）、





社会科学研究推進事業』（実社会対応プログラム）、2017 年 3 月。
・	岡部卓・垣田裕介・山田壮志郎他『一時生活支援事業における包括的支援と事業効果に関する調
査研究』報告書（委員長　岡部卓）、三菱総研、2017 年 3 月。
・	岡部卓『社会福祉学双書　2016　学びを深めるキーワード集』全国社会福祉協議会、2017 年 2 月。
・	岡部卓・長沼葉月「生活保護受給者の『声』―生活保護受給世帯における稼働年齢層の実態調査
を通して―」『人文学報』512-4　社会福祉学 33　2017 年 3 月。
・	杉野昭博「ブックガイド　堀正嗣監訳『ディスアビリティ現象の教育学―イギリス障害学からの
アプローチ』（2014 年　現代書館）　津田英二著『物語としての発達／文化を介した教育―発達障
がいの社会モデルのための教育学序説』」『障害学研究』11、2016 年 9 月。
・	堀江孝司「新自由主義は勝利したのか」『生活経済政策』242 号、2017 年 3 月。
・	室田信一「子ども食堂のある地域」『福祉広報 S・A・I』No.707、2016 年 12 月。
・	和気純子・間嶋健『生活相談員／支援相談員の業務と倫理的ジレンマに関する調査結果＜概要版＞』




座―」2016 年 4 月 29 日、北海道大学。
・	阿部彩「子どもも囲む社会経済状況：子どもの貧困の実態」日本行政学会　共通論題 II ＜多様性
と行政＞、2016 年 5 月 22 日、明治大学。
・	阿部彩「子どもの貧困：現状、政策、課題」日本教育学会四国地区研究活動シンポジウム＜子ど
もの貧困を考える＞、2016 年 6 月 18 日、香川県社会福祉総合センター。
・	阿部彩「子どもの貧困調査：自治体による」松本先生科研、2016 年 7 月 8 日、北海道大学。
・	Abe,	Aya	 “Child	Poverty	and	child	and	 family	health	 in	Japan,”	48th	Asia-Pacific	Academic	
Consortium	for	Public	Health	Conference,	July	2016,	Teikyo	University,	Tokyo.
・	阿部彩「貧困の現状と課題および課題解決に取り組む研究と制度改革」第 36 回日本看護科学学会
学術集会シンポジウム	＜国民の視点からの制度設計―実例からの学び―＞、2016 年 12 月 11 日、
東京国際フォーラム。
・	阿部彩「子どもの貧困－解決策を考える」学術会議シンポジウム「子どもの貧困―成育環境に及
ぼすその影響と対策について考える」、2017 年 2 月 28 日。
・	岡部卓「生活福祉資金貸付制度の意義と役割」『生活福祉資金貸付制度担当職員研修』: 東京都社
会福祉協議会　2016 年 4 月。
・	岡部卓「人口減少社会と私たち―社会保障と支え合いの文化―」『「21 世紀的行き方」講座―希望








祉フォーラム 2016』日本社会事業大学学内学会　2016 年 6 月。
・	岡部卓「社会福祉における自立の概念―その変遷から支援の現状と課題を問う―」『第 53 回社会
福祉セミナー　社会福祉が目指す自立支援とはなにか』公益財団法人鉄道弘済会　2016 年 7 月。
・	岡部卓「生活困窮者自立支援制度」『平成 28 年度　ウィリング横浜主催研修　専門力を高める
NO.17　制度を学ぶ研修Ⅴ』横浜市社会福祉協議会　横浜市 2016 年 7 月。
・	岡部卓「生活保護制度―生活保護制度の動向と対人援助―」『平成28年度　専門研修　生活保護ケー
スワーカー』東京都特別区職員研修所　2016 年 7 月。
・	岡部卓「生活保護における相談援助と自立支援」『平成 28 年度府内福祉事務所生活保護担当新任
職員研修会』大阪府庁　2016 年 8 月。
・	岡部卓「鯉渕記念母子福祉助成事業 10 周年記念シンポジウム」第 60 回全国母子生活支援施設研
究大会：全国社会福祉協議会全母生活支援施設協議会　東京　2016 年 10 月。
・	岡部卓「支援者に求められる基本倫理と基本姿勢と救護施設の存在意義」（基調講演）全国救護施
設協議会　東京　2016 年 11 月。
・	岡部卓「つながりのある社会―人びとの生活困難とどう向き合うか―」（記念講演）『第 36 回　横
浜市社会福祉大会』横浜市社会福祉協議会　2016 年 11 月。
・	岡部卓「路上対策の構図―社会福祉と暴力―」社会福祉学会・関東部会　明治学院大　2017 年 3 月。
・	長沼葉月・植村太郎「ワークショップ：オープンダイアローグの対話的実践：about-ness	から
with-ness	talk へ～様々な現場での対話的（ダイアロジカル）な支援に向けて～」日本ブリーフサ
イコセラピー学会第 26 回六本木大会、東洋英和女学院大学、2016 年 7 月 29 日。
・	長沼葉月「スクールソーシャルワーカーとして本人・家族・学校・相談機関と連携した一事例―
Dialogical	Practice をめざして」日本ブリーフサイコセラピー学会第 26 回六本木大会、東洋英和
女学院大学、2016 年 7 月 30 日。
・	長沼葉月「『女性』と『セラピスト』と『その他』の私」、日本ブリーフサイコセラピー学会第 26
回六本木大会シンポジウム『女性セラピストとしてのキャリアについて考える』、東洋英和女学院
大学、2016 年 7 月 31 日。
・	長沼葉月「保護者との関係作りにおいて大切にしたいこと」鎌倉市教育委員会平成 28 年度第 2 回
危機管理対応能力育成研修会、鎌倉市生涯学習センター、2016 年 5 月 31 日。
・	長沼葉月「虐待ケースへの介入方法（1）被害を受けている方の思いを聴く」、横浜市泉福祉保健
センター高齢・障害支援課平成 28 年度第 1 回高齢者虐待防止研修会、泉区役所、2016 年 6 月 10 日。
・	長沼葉月「事例検討技法の説明及び事例検討」、平成 28 年度板橋区福祉事務所研修，仲宿地域セ
ンター、2016 年 6 月 14 日。
・	長沼葉月「ジェノグラムに基づいて家族理解の糸口をさがす」、足立区地域包括支援センター新田・
千住北・千寿の里・千住本町・日の出ケアマネジャー研修、足立区生涯学習総合施設学びピア 21、




市泉福祉保健センター高齢・障害支援課平成 28 年度第 2 回高齢者虐待防止研修会、泉区役所、
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